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キーワード:体育の授業幅跳び子どもたちの動きと学び

I はじめに

本稿は、小学校3年生での体育の授業「幅跳びJの

実践場面における子どもたちの“動き"に着目し、そ

こに内在する子どもたちの豊かな“学び"を読み解い

ていくものである。

さて、平成 23年度から全面実施されている小学校学

習指導要領;小学校学習指導要領解説(体育編)には、

第 3学年及び第4学年の体育領域の目標、ならびに幅

跳びの扱いに関する内容として、次のような記載がさ

れている。

第3学年及び第4学年

目標

(1)活動を工夫して各種の運動を楽しくできるようにすると

ともに、その基本的な動きや技能を身に付け、体力を養

つ。

(2)協力、公正などの態度を育てるとともに、健康・安全に

留意し、最後まで努力して運動をする態度を育てる。

(3) -保健領域~

内容

C 走・跳の運動

(1)技能

幅跳びでは、短い助走から踏み切って跳ぶこと。

ウ幅跳び

短い助走から調子よく踏み切って遠くへ跳ぶ。

〔例示)0短い助走での幅跳び

(2)態度

.5-10m程度の短い助走から踏切り足を決め

て前方に踏み切り、遠くへ跳ぶこと。

-膝を柔らかく曲げて、両足で着地すること。

運動に進んで取り組み、きまりを守り仲よく運動をし

たり、勝敗を受け入れたり、場の用具の安全に気をつ

けたりすることができるようにする。

ア かけっこ・リレーや小型ハードル走、幅跳びゃ高跳び

に進んで取り組むこと。

イ きまりを守り、友達と励まし合って練習や競走(争)

をしたり、勝敗の結果を受け入れたりすること。
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ウ 用具の準備や片付けを友達と一緒にすること。

工 場の危険物を取り除いたり、用具の安全を確かめたり

すること。

(3)思考・判断

自己の能力に適した課題をもち、動きを身に付けるた

めの活動や競争の仕方を工夫できるようにする。

ア 走の運動や跳の運動の動きを身に付けるための練習の

仕方を知り、自分の力に応じた練習方法や練習の場を

選ぶこと。

イ 走の運動や跳の運動の動き方や動きのポイントを知り、

自分の力に合った課題を選ぶこと。

ウ 仲間との競走(争)の仕方を知り、競走(争)の規則

を選ぶこと。

記載された内容からは、小学校中学年という発達段

階を踏まえる中で、幅跳びの動きや技能の修得につい

ての“基本的"な学習が求められていることが読み取

れる。それは助走に関しての「“短い"助走から踏み切

って跳ぶj としサ記載、また、〔例示〕による「“踏切

り足を決めて"前方に踏み切り、遠くへ跳ぶこと」と

いう記載からも察せられるところであり、この“短い

助走"と“決められた踏切り足"による、まさに「基

本的な幅跳びの動きや技能の獲得j が当該授業におい

て目指されているとも言えよう。

しかしその一方で、「思考・判断」の記載においては、

比較的高度で発展的な学習が求められていることが読

み取れ、それは「動きを身に付けるための練習の仕方

を知り、自分の力に応じた練習方法や練習の場を選ぶ

ことjや「動き方や動きのポイントを知り、自分の力

に合った課題を選ぶこと j、さらに「仲間との競争の仕

方を知り」いう記載からも察せられる。

ここの「自分の力に応じた""""'j や「自分の力に合っ

た'"'-'Jに見合う思考・判断の学習を展開するには、ま

ずもって、子どもたち自身が、“自分の力"の現状を見

極める活動が不可欠であろう。「幅跳びjにおける“自

分の力"を、見極めるためには、おそらくは相当数の
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幅跳びの試技が必要であり、それは「ただ試しに眺ん

でみる」という安易な感覚からの試技ではなく、「自分

は今どのくらいまで跳べるのか、一度思いつきリチャ

レンジしてみよう。」といつた “自分の力"を見極める

ための意欲的な取り組みが必要となるであろう。そし

て、自分の動きの課題を発見する活動や動きのポイン

トを知る知的な活動を踏まえながら、現状の “自分の

力"を さらに高めていく練習方法を考えたり選んだり

する活動への展開が期待される。同時にそれは、仲間

と相談・競争したり、試行錯誤したりしながら上達し

ていく過程の中で、また新規に生まれてくる課題に立

ち向かう営みが、脈々と発展的に繰り返されていくも

のでもあろう。

その意味では、この幅跳びの授業では、「基本的」な

ものだけでなく、「自分の力を見極める活動を踏まえた、

知的で発展的な学習」が目指されているとも言えよう。

いずれにしても、体育の授業に限らず教育活動とい

うものが「基本的な学習」と「発展的な学習」がバラ

ンスよく共存しながら展開されるものであるとするな

ら、授業のなかで育ちゆく子どもたちの個々の特徴を

踏まえながら、その実態に応じた質の高い体育の授業

の実践、楽しい体育の授業の実践が、期待されるとこ

ろである。

静岡大学教育学部附属静岡小学校体育部においても、

子どもたちの学びの深まりを目指した幅跳びの授業研

究が進められており、平成 24年 11月 には全校的な研

究授業のなかで、「どうしたらもつと遠くへ跳べるかな

(幅眺び):7時間扱い」を実践した。ここでは『問い

をつなぐ学び』という附属静岡小の研究テーマのもと、

子どもたちの様々な問い 。探究過程に対して、教師が

寄り添い、適切な支援を加えることで、その子どもた

ちに豊かで多様な動きを表出させていった。

実践の詳細については「体育科学習指導本時案」ま

た「追究過程1を参照されたいが、本稿ではその実践

場面において表出された子どもたちが織り成す豊かな

動きに着日し、それらを分析・検討するなかで、実践

された
'ど

うしたらもっと遠くへ跳べるかな(幅跳び)」

の授業における子どもたちの学びの豊かさと、この授

業に含まれるさらなる授業開発の可能性の芽を見出し

ていきたい。

Ⅱ 豊かな動きと学びを引き出すための配慮・支援

1)基本的な場の設定と安全対策

今回の fど うしたらもつと遠くへ跳べるかな (幅跳

び)」 の授業の実施場所は、体育館とした。一般的には、

幅跳びの授業は屋外の砂場を利用することが多いが、

下記の安全対策を施しつつ、屋内で実施する場合の幅

跳びの授業の可能性を探つた。

着地の場所の安全対策としては、踏み切り後に着地

の可能性がある場所に対して、セーフティーマット(厚

さ約 30cm～ 40cmlを敷き詰め、跳んでいく方向の床面

を広く覆った。これにより、着地の際の体の痛み (足

や臀部)の軽減を図つた。

また、踏み切 りの場所の安全対策としては、60 cm

四方の滑り上めの効いた

踏み切り板を用意し、それ

を高さ約 15 cmの木製の台

に固定し、その台をセーフ

ティーマットにつけるこ

とで踏み切 り時の足のす

べりを無くした。(右写真)

運動の技能面での安全対策としては、「両足でしつか

り着地すること」、「膝を柔らかく曲げながら着地する

こと」を徹底させた (写真A)。

カロえて、着地地点には色を変えたテープによる記録

線を示すことにより、試技をした後にすぐ、自分でど

れはど跳べたかを確認できるようにした。

以上のような場の設定と安全対策によつて、子ども

たちの積極的な学習活動を保障することを目指した。

(写真A:1から3への連続写真)

※跳躍と着地場面の連機写真 (とから右へ)。 膝を柔らかく曲げていく両

足での着地により、安全性を高めた。セーフティーマットに守られ、仮に

臀部から着地することがあっても、こ外の砂場で時折その発生が報告

される尾てい骨骨折等の臀部のけがの危険性は低減できるものと考え

られる。また、着地点に記録測定用の線が明示でき、跳躍のあと、自分

の記録が瞬時に確認できる。加えて、セーフティーマット上への着地とい

うことで、砂が靴や衣服内に入ることは無いことから、跳躍の後、次の練

習にすぐに取り組むことが可能である。

2)学び合い、高め合いへの配慮・支援

遠くへ跳ぶための効果的な動きの探究過程において、

その時点の子どもたちの「問い」が明確にされ、解決
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に向けての積極的な学習が展開されるように、次のよ

うな配慮・支援をした。

まず、相棒 (ペア)を組む中で、練習や記録取りを

行っていくものとし、お互いの動きを観察し合ったり、

お互いが意味づけた効果のある動きをアドバイスした

りしながら、学習が進められるようにした (写真 B)。

また、両者の跳躍記録による得点を合算し、その合計

得点を他の相棒の得点と競わせる環境を作ることで、

相棒同士が「協力しながらお互いに高まり合おう、記

録を伸ばそう」とする意識が維持されるようにした。

(写真B)

加えて、練習のための場所づくりの配慮として、1)

踏み切り板に踏み切り足を合わせるための練習コース、

2)踏み切つた後に足を前方へ高く上げていく感覚を

意識するための練習コース (進行方向に対して直角に

設置したゴムのロープを越えていく練習)を用意した

(写真D)。 その場において教師は、子どもたちの主体

的で積極的な活動を見守り、遠くへ跳ぶための効果的

な動きに対する探究の姿を褒めたり認めたりすること

で、子どもたちの学習への意欲が維持されるようにし

た。また、ゴムのロープの高さの設定・調節について

は、子どもたちの動きの探究がより深まつていく適

切・最善な高さを求め、積極的に関与するようにした。

(写真D)

また、助走距離については、子どもたちの探究過程

の中で、自分に合つた (相棒に合つた)適切な距離を

試行錯誤しながら見つけていけるよう支援した (写真

E)。 学級全体や個別的な対応の中で、子どもたちから

の提起された考えでもある「助走で勢いをつけると、

遠くへ眺べるから、助走は長いほうがいい」、「スピー

ドを出して、助走したほうが遠くへ眺べていい」、「距

離が長すぎたリスピー ドが出すぎたりすると、今度は

踏み切りが難しくなつて眺べなくなるJ等々の子ども

たちの考えを、重要な「問い」として明確に位置づけ、

試技の回数と時間を十分に保障しながら、その解決に

向けた主体的で活発な学習が展開されるようにした。

(写真E)

■trメ ル●―

※相棒の跳躍を寄り添うように観察したり、跳躍の成功を共に喜び合つた

りしながら、学響を進めていった。課題が見つかつた場合は、それを指

摘し合いながら、お互いの記録向上を目指していつた。

なお、この時の記録の得点化については、以前実施

した立ち幅跳びと 50m走のタイムから算出した各人

の日標の目安注1)と なる跳躍距離の基準に照らして各

人に応じた得点を与えるものとした。よって 2mの距

離を跳躍したとしても、子どもに応じてその得点は異

なってくる。

また、授業の導入場面や中盤において、子どもの幅

跳びの映像をモニターで適宜提示し (写真 C)、 その動

きを学級の全員で評価・分析することによつて自分自

身や相棒同士のその後の練習課題を明確にし、意識的

で活発な学習が展開されるようにした。加えて、相棒

同士によるその意識的な学習の様子を教師がタブレッ

ト型の PCで適宜撮影・提示することによつて、子ども

たちが自分の幅眺びの様子をリアルタイムに観察・確

認できるようにし、練習効果が高まるよう配慮した。

(写真C)

※左写真は大型モニターを利用し、仲間の跳饉の長所を学級全体で確認

している様子。有写真はタプレットPOて撮影した映像を、跳躍後すぐに

子どもたちに視聴させることで、相棒同士の評価 分析の取り組みを活

性化している様子。ここでの、評価・分析のノウハウや観察の観点が、こ

の後のII棒同士での学習に活かされていく。

※助走距離については、その距離を少しずつ長くしながら跳麗を経り返す

ことで、子どもたちは自分にあつた距離を見つけていつた。また、相棒同

士で助走スピードについても観察・評価を行つた。写真のをは約5m、

有は約10mの 助走距離での試枚の様子。その後、約16mの距離から

の助走も試していつた。
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また、その授業時間の目標や課題、成果や記録を書

き込んでいくワークシー トを用意し、子どもたちの「遠

くへ跳ぶための効果的な動きの探究」が、一時間ごと

に明確な目的意識をもつて展開されていくようにした

(写真 F)。 ワークシー トに書き込まれた内容は、授業

中・授業後に教師により確認され、学習を深めていく

ための適切な支援に役立てられた。カロえて、ワークシ

ー トは相棒とのコミュニケーションツールの役割も担

つており、部分的でもその記載内容を相互に確認し、

相棒が「今日どんな課題をもつて動きの探究を進めて

いくのか」についての相互理解を深められるようにし

ておくことによって、授業中の相手の試技に対する助

言が、相手の目標や課題に対応した内容となるように

配慮した。端的にいえば、「助走のスピー ドを落とさな

い」という目標・課題がワークシー トに記載された際、

それを相棒が確認できていれば、相棒による観察の視

点は必然的に「助走スピー ド」に向けられ、それに対

する適切な評価・助言が行われやすくなるということ

である。試技者が意識している目標・課題と、観察者

の観察の視点を同調させることは、ペア (相榊 学習

の効果を高めるためにも重要なことであろう。

さらに (前述したことではあるが)、 その日のお互い

の記録に加え、記録から算出された得点を、相棒 (ペ

ア)と の「合算Jと してワークシー トに明記すること

により、その得点を「これまでの自分たちの得点」や

「他の相棒たちとの得点」と相対的に比較できるよう

にした。合算した得点での比較によつて、自分たちの

今日の「遠くへ跳ぶための効果的な動きの探究」の評

価が、「相棒としての一体感」を持った形で行われるよ

うにしたのである。この二体感がその後の相棒同士の

関わり・探究活動に良い影響を与え、より活発な学習

が展開されることを期待 した。

(写真 F)

※ワークシートの内容をお互いに確認し合い、相棒としての仲間意識(―

体感)を高めながら、その後の探究活動を進めていった
`

Ⅲ 子どもたちが織り成す豊かな動きと学び

7時間構成の授業場面から、時系列に沿う形で、抽

出児の「幅跳び」の動きそのものに着日し、その学び

を読み解いていく。

子どもたちは、相棒との関わりのなかで、試行錯誤

を繰り返し、自分の「遠くへ跳ぶための効果的な動き」

を導いていつた。そこには、「自分の力に応じた練習方

法とはどのようなものなのか」という問いや、「自分に

合つた課題とはどのようなものなのか」という問いを

つないでいきながら、今回の授業の最も大きな「どう

したらもつと遠くへlJLべ るかな」というテーマ (問 い)

に対して、意欲的・主体的に立ち向かつていく姿があ

った。

授業中における子どもたちの全てを捉えることは不

可能であるが、授業実践と授業観察による分析を踏ま

えて垣間見ることのできる「子どもの豊かな動きと学

び」について、部分的・断片的ながら、その具体を以

下に提示したい。

くAさ ん (17番)の豊かな動きと学び>

① 踏み切りの方法について          ,
準備運動を行い、今回の走り幅跳びの授業の進め方

や安全のためのルールを確認したのち、Aさ んの学び

がスター トした。

第一時では、早速「遠くへ跳びたいな」という思い

を膨らませ、「どうしたらもつと遠くヘリヒベるのかな」

と問いを持ち、助走の距離を、5m、 10m、 16nlと 少し

ずつ伸ばしながら、その助走スピー ドも速めていき、

「長い距離からのスピー ドの速い助走が、遠くに跳ぶ

ことにつながるのではないか」というAさ んの動きの

探究が行われていつた (前述の写真 E)。

ただ、以前行つた「立ち幅跳び」の動きのイメージ

が残つていたのか、ここでの踏み切りが「両足踏み切

り」となつており、長い距離からのスピー ドの速い助

走をしても、踏み切りの手前にくると両足を揃えるた

めに減速してしまい、結果的に遠くには跳べない状況

が連続 6回ほど続いた(写真G:両足踏み切 りの様子)。

「片足踏み切り」が行われたのは 7回 目からの試技

となった。その後、「片足踏み切りJと「両足踏み切 り」

の両方の跳び方を、比較するように何度も試し、その

試行錯誤の結果、「片足踏み切り」の方が遠くへ跳べる

ことを確認していつた。最終的には、授業の最後の 2

回分を「片足踏み切り」による試技でまとめ (こ の日

は計 14回の試技が行われた)、 動きの探究として、「片

足踏み切りの方が、助走の距離とスピー ドから生まれ

る助走の勢いをそのまま跳躍に活かすことができるの

で、遠くまで跳ぶのに効果的である。」ということをA
さんは学んでいったと考えられる。
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写真G (1か ら6への連続写真)

② 踏み切り足について

第二時から第四時においては、第一時の「片足踏み

切り」の効果の学びを踏まえ、次のような課題意識に

よる動きの探究が行われていった。

それは、「右足と左足とでは、どちらの方が自分のカ

を最大限発揮でき、結果として遠くへ跳べるようにな

るのかJ、 「踏み切り板をどう踏み込めば (踏み切りの

強さ)、 結果として遠くへ跳べるようになるのか」、「空

中姿勢において、振り上げ足をどうすれば、結果とし

て遠くへ跳べるようになるのか」等である。

写真H-1と H-2は、「左足踏み切 り」と「右足踏み

切り」の 2種類の動きであり、眺び上がりの際の上半

身の使い方も異なる。Aさんは相棒からの観察・評価

も受けながら、両方の跳び方を比較するように何度も

試し、その試行9EL誤の結果、「右足踏み切り」の方が遠

くへ跳べることを確認していつた。これ以降の試技は

ほとんど右足踏み切りとなり、動きの探究として、「右

足踏み切りの方が、今の自分の力を最大限発揮できる

跳び方であり、遠くまで跳ぶのに効果的である。」とい

うことを学んでいったと考えられる。

なお、Aさんは跳躍の際の右腕の使い方が特徴的で

あり (写真H-2の 3)、 肘を曲げた状態で腕を横に上

げて、肩全体で上半身を持ち上げていくような動きが

見られる。本時では、このような特徴的な動きも、子

どもの探究の過程のありのままの姿として尊重・認め

ながら授業を進めていった。

③ 踏み切り板への踏み込み方と空中姿勢について

前述の「右足踏み切り」の効果の学びを踏まえ、

(左足踏み切り:1か ら3への連続写真)

写真H-2(右足踏み切り:1か ら

Aさんの次の課題意識は「踏み切り板をどう踏み込め

ば (踏み切りの強さ)、 結果として遠くへ跳べるように

なるのか」に移り、それに向かつた学びが展開された。

写真 I(ab6)は 、踏み切り板に右足をIIIみ込んで

いく時の最後の一歩の写真であるが (3枚 とも別々の

試技)、 助走のスピードを維持しながら、かなりの「大

また」で踏み切り板を踏み込もうとしている様子が見

られる。「踏み切りを右足に合わせる」という意図と同

時に、「踏み切り板を強く踏む」という意図が感じられ

る。「右足で強く踏むことJで「遠くへ眺ぶ」という課

題意識による動きの探究である。第二時から第四時ま

で、この「大また1での踏み込みが何度も試技された。

写真 1(大またでの踏み込み F第二時 bc=第四時)

しかしながら、Aさ んが取り組む「踏み切り板を強

く踏むJための「大また」の動きは、跳躍の記録の伸

びにはなかなか結びついていかず、逆にその動きが、

踏み切つた後の空中姿勢においても、足が前に上がつ

ていかない(跳躍の際に高さがでない=距離がでない)

ことにつながつている状況にもあつた。そうしたとき、

Aさ んは自分の相棒から「足を前に出す (上げる)練

習をしようよ」といつた言葉を掛けられ、それに応じ

て写真」にあるゴムのロープを張つた練習場所での練

写真H-1

ゆ
乙

イ可
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習を開始することになった。そこで、振り上げ足を前

に出して(上げて)い く動きの効果を確認していつた。

写真」

ゴムのロープを張つた練習場所では、必然的に「ロ

ープに足を引つ掛けないようにするために、足を前に

上げて、高く跳ばなくてはいけない」という意識を持

たざるを得ず、それにより、写真」のような「振り上

げ足が前に上がつていく動きJは生まれやすい。とは

いえ、スムーズな「足を前に上げる動き」のためには、

「足を前に上げやすくするための(踏み切りの動き」

にも意識を向けなければならないことをAさんは感じ

ているようであり、Aさ んはこの2つの動きをスムー

ズに行うため、その探究の試技を何度も繰り返した。

写真K (1か ら6への連続写真)

躙

試行錯誤の結果、踏み切 り板への踏み込みは、写真

Iに見られる腰が伸びきった「大また」の状態におい

て踏み切り板を踏みつけていくというものではなく、

腰を少しだけ落とした状態で足を運び(写真Kl、 2)、

その足を踏み切り板のうえに駆け上がっていくように

載せながら力強く踏んでいくという動きの方が、踏み

切りがスムーズになり、空中でも足を前に上げやすく

なるということを、学んでいった。第 4時の終盤の試

技である写真Kは、その学びの成果としての跳躍とも

いえ、この眺躍の記録は、Aさ んのこれまでの最高記

録 となつた。なお、この第四時の写真 Kの眺躍が、全

7時間の授業の中でも、最も長い距離を眺んだものと

なつた。

今回のAさ んの学びの中にある成果と課題が、今後

の上の学年での走 り幅眺びの授業につながつていくこ

とが期待される。

くTく ん (1番)の豊かな動きと学び>

① 踏み切りの方法について

Aさ んの相棒でもあるTく んも、準備運動を行い、

今回の走り幅跳びの授業の進め方や安全のためのルー

ルを確認したのち、学びをスター トさせた。

第一時では、早速 「遠くへ跳びたいな」という思い

を膨らませ、「どうしたらもつと遠くべ眺べるのかな」

と問いを持ち、助走の距離を、5m、 10m、 16mと 少し

ずつ伸ばしながら試技を重ね、「長い距離からの助走が、

遠くに跳ぶことにつながるのではないか」というTく

んの動きの探究が行われていつた。

ただ、16mか らの助走に取り組むものの、その助走

スピー ドは全力疾走というものではなく、「中程度のス

ピー ド」の、力を加減した助走であつた。この時点の

Tく んの踏み切りは特徴的であり、いわゆる「ギャロ

ップ」の足さばきによる踏み切り (写真L)と なつて

いる。「遠くへ跳ぶため」に、この時点では他の踏み切

りの方法が無いTく んにとつては、「ギャロップ踏み切

り」を成功させる必要があり、そのためにも「中程度

でのスピー ドの助走が適切である」という結果を、こ

れまでの動きの探究の中で導いたものと考えられる。

実際、全力疾走での助走も複数回試しているTく んで

あるが、助走スピー ドの勢いに体がついていけず、「ギ

ャロップ踏み切り」は出来るものの、その後のマット

ヘの着地に失敗している。このような試行錯誤を踏ま

えたTく んの学びが、「中程度のスピー ドでの助走」に

集約されている。

なお、Tく んの「ギャロップ踏み切り」は、第一時

の授業中ずつと続いたが、教師との関わりのなかで、

どのような練習を行えばいいのかを確認し合つた結果、

第二時の最初の跳躍からは、その踏み切りは姿を消し、

「全力疾走」の助走による「片足での踏み切り」の動

きの探究となつた (写真M)。 ギャロップ踏み切りとは

明らかに跳躍の距離が変わつたことを実感することに

なつたTく んは、第二時が終わつた時のワークシー ト

ヘの書込みに、『片足だけで跳んだ方が遠くへ跳べた』

と記載しており、「片足踏み切りは助走の距離とスピー
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写真 L 3への連続写真 :第一時)

ドから生まれる助走の勢いをそのまま跳躍に活かすこ

とができ、遠くまで跳ぶのに効果的である。」というこ

とを学んでいったと考えられる。

(1か ら

写真M (1か ら

して上半身を持ち上げていくような動きが見られる。

本時では、このような特徴的な動きも、子どもの探究

の過程のありのままの姿として尊重・認めながら授業

を進めていつた。

③ 踏み切り板への踏み込み方と空中姿勢について

また第二時から第四時においては、前述の f左足踏

み切 り」の効果の学びを踏まえ、Tく んの次の課題意

識は「踏み切 り板をどう踏み込めば(踏み切りの強さ)、

結果として遠くへ眺べるようになるのか」というもの

と、「空中姿勢において、振り上げ足をどうすれば、結

果として遠くへ跳べるようになるのか」に移り、それ

に向かつた学びが展開された。ここでも相棒のAさん

と同調した動きの探究が行われ、Aさ んと一緒にゴム

のロープを張った練習場所での練習 (写真N)を開始

することになつた。相棒同士、「足が前に出て (上がっ

て)いるかどうか」、や「助走スピー ドが適切であるか

どうか」について活発な観察と評価が行われ、相棒か

らのコメントを踏まえた上での試行錯誤が続いた。

この練習の価値については、前述した通りでありこ

こでは害1愛するが、振り上げ足を前に出していく (上

げていく)動きの効果や、踏み切りの際、腰を少しだ

け落とした状態で足を運び、その足を踏み切り板のう

えに駆け上がっていくように載せながら力強く踏んで

いくという動き (写真O-1、 2)の方が、lllみ切りがス

ムーズになつて空中でも足を前に上げやすくなるとい

うことを学んでいつた。

写真N

このゴムのロープを張つた練習場所での動きの探究

は、第四時の多くの時間を費やして行われた。そして、

この第四時の最後の試技である写真0は、これまでの

学びの成果としての跳躍ともいえ、この跳躍の記録は、

Tく んのこれまでの最高記録となつた。なお、この第

四時の写真Kの跳躍は、全 7時間の授業の中でも、最

も長いFE離を眺んだものとなつた。

今回のTく んの学びの中にある成果と課題が、上の

学年での走り幅跳びの授業につながっていくことが期

待される。

② 踏み切り足について

第二時から第四時においては、第二時の「片足踏み

切り」の効果の学びを踏まえ、次のような課題意識に

よる動きの探究が行われていつた。

それは、「右足と左足とでは、どちらの方が自分の力

を最大限発揮でき、結果として遠くへ跳べるようにな

るのか」、「踏み切り板をどう踏み込めば (踏み切りの

強さ)、 結果として遠くへ跳べるようになるのか」、「空

中姿勢において、振り上げ足をどうすれば、結果とし

て遠くへ眺べるようになるのか」等である。

Tく んは前述のAさ ん (17番 )と 相棒の関係であり、

動きの探究の進度と方向性が同調することも多い訳で

あるが、ここにおいても、「踏み切 り足」は「左足」が

いいのか「右足」力れ いヽのかの選択については、相棒

からの観察・評価も受けながら、両方の跳び方を比較

するように何度も試し、その試行錯誤の結果、「左足踏

み切り」の方が自分に合つていることを確認していつ

た。これ以降の試技はほとんど左足踏み切 りとなり、

動きの探究として、「左足踏み切 りの方が、今の自分の

力を最大限発揮できる眺び方であり、遠くまで跳ぶの

に効果的である。」ということを学んでいつたと考えら

れる。

なお、Tく んは跳躍の際の両腕の使い方が特徴的で

あり (写真 Lの 3、 写真 N、 写真0の 4)、 両腕を「バ

ンザイ」のような形で上にあげ、その力をきつかけと

3への連続写真 : 第二時)

″
′
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写真0 (1か ら9人の連続写真)

<Dく ん (12番)の豊かな動きと学び>

① 踏み切り足、踏み切り方、空中姿勢について

準備運動を行い、授業の進め方や安全のためのルー

ルを確認したのち、Dく んの学びがスタ‐ 卜した。

Dく んは地域の陸上教室にも所属しており、走り幅

跳びの試合にも出場した経験を持つ。写真Pは第二時

の早い段階での試技であるが、経験者ということもあ

り、そのダイナミックな跳躍が特徴的である。記録を

伸ぼすことについての本人の意識は強く、ワークシ‐

卜にも r足 を前へ高くあげたい」、「助走スピー ドを落

とさないJ、 r思いつきり踏み切る」といつた端的な言

葉によって自分の課題を示し、クラスの仲間全員にも

「強く踏み切つた方が遠くへ跳べるよ」、「踏み切り後

は足を前に伸ばした方がいいよ」と自分の考えを積極

的に伝えながら、相棒と協力し、意欲的に動きの探究

を行つていつた。

ただ、幅跳びについてある程度以上の動きを身に付

けているDく んだけあって、「さらに遠くへ眺ぶための

明確な課題Jと いうものが設定されにくい一面も見ら

写真P (1から9への連続写真)

れた。カロえて、踏み切りの足については、本人は「左

足」を自分の踏み切り足として強く意識しているもの

の、右足でも左足でもどちらでも踏み切ることができ

てしまう器用さをDく んがもつており、それがかえつ

て、踏み切り後の動きの探究 (主に空中姿勢)を曖味

なものにしている感もあつた。先に示した「足を前ヘ

高く上げたい」、「助走スピー ドを落とさない」、「思い

つきり踏み切る」という課題が全体的に意識されてい

るものの、その個々の課題に対しての集中的な探究は

低調な状況にもあり、Dく んの学びの姿の一面として、

「ダイナミックな跳躍による試技が意欲的に継続され

る」一方で、結果として「記録が伸び悩んでいる」と

いう状況が第五時の中盤ごろまで続いた。

そのような時間を過ごしたDく んではあるが、第五

時の中盤以降は、相棒からの『助走のスピー ドは良い

けど、(跳んだときに)両足が前に伸びなくなつて、足

が上がっていなかったよ。』という内容の指摘・アドバ

イスや、教師による「ゴムのロープを張つた練習場所」

での「跳躍の高さJについての意図的な関わりを踏ま

え (写真Q)、 「足を前に上げていく空中姿勢の動き」

の探究に、集中的に向き合う学びの機会を得た。

課題を明確にし、それに集中的に取り組むこの探究

の時間をきらかけとして、Dく んはそれまで本人が意
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写真Q (1から3への連続写真)

識してきた「自分の踏み切り足は左足」という強い思

いから解放されるかのように、「右足の踏み切り」でゴ

ムのロープを越え、左足が前に上がっていくスム…ズ

な跳躍の動きを作り上げていった。この時点の自分に

とつて、右足での踏み切 りの方が、足を前に上げてい

く空中姿勢を取りやすく、そのことによつて結果的に

遠くへ跳べる可能性が高くなるということを、ここま

での一連の試行錯誤のなかで、Dく んは学んでいった

と言えよう。

これ以降の授業においては、Dく んの踏み切り足は

すべて右足となり、これまで (第五時まで)のおおよ

そ左足右足半々での時と比べ、「自分の踏み切 り足は、

左足ではなく、右足である」という明確な意識のもと

試技を繰り返していることが感じられた。そして第六

時の最後の試技では、写真Rの跳躍 (右足踏み切り)

を行い、これまで記録が伸び悩んでいた状況をいよい

よ打開し、跳躍距離の自己最高記録を出すに至つた。

写真R (1か ら9への連続写真)

Ⅳ おわりに

本稿では、「どうしたら、もつと遠くへ跳べるかな (幅

眺び :3年生)」 の授業における子どもたちが織り成す

豊かな動きと学びについて、具体的な映像記録 (写真)

による分析を踏まえながら読み解いていつた。

3名の児童の動きの探究に限定した分析ではあつた

ものの、子どもたちが自分自身の課題を見出し、それ

を探究し解決しながら、遠くへ跳ぶための効果的な動

きについて学びを深めていく様子を捉えることが出来

た。またそこに、相棒 (ペア)と の関わりや教師から

の適切な支援の価値・重要性についても、あらためて

確認することが出来た。

小学校の体育の授業においての、子どもたちの豊か

な動きと学びの成立は、様々な要因 (学級構成員の人

間関係から、子どもの特性、意欲、態度、学級を包む

雰囲気、それまでの学習の進度、また、教師の支援内

容、問い、展開、教材、教具、場の設定、等々)が、

複雑に影響し合つての結果ではあるが、本稿において

具体的な映像記録の分析を踏まえて見えてきたことは、

先のⅡの章で示した「配慮や支援の内容」が、子ども
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たちの豊かな動きと学びを引き出すために、極めて大

きな影響を持つということである。

詳しい内容は前述の■の章を参照されたいが、どの

領域・内容の体育の授業においても、子どもたちの実

態を踏まえつつ、意欲的にその運動に取り組みたくな

るような場の設定、適切な支援、仲間同士の関わり方、

ワークシー トの活用等に対する配慮が、子どもたちの

向上心を高めさせ、子どヽたちの動きと学びを豊かな

ものへ導くことに大きく貢献することは間違いない。

授業研究の重要性をあらためて実感するものである。

また、子どもたちの学びの「発展性」を感じさせら

れる授業場面がいくつかあつたが、そのひとうが、跳

躍において最高記録を出した時の、子どもたちの動き

である。それは、踏み切り前の助走における「最後の

一歩の歩幅」についてである(写真K-1,2、 写真01,2、

写真Rl,2)。 一般的に走り幅跳びの競技では、踏み切

りの前の最後の一歩 (あ るいは数歩)を、それまでの

助走の歩幅より狭くすることが多い。り
`躍

の距離を伸

ばすための技術・技能であるが、今回の3年生の授業

では、その発達段階を踏まえ、教師はそのことについ

ては一言も言及していないし教えてもいない。そうで

あるにも関わらず、子どもたちは跳躍の時に足を前に

上げていく動きを探究する「ゴムのロープ」を越えて

いく試技のなかで、副次的にも「助走の最後の一歩」

の重要性を自ら感じとり、その一歩を狭くすることで、

結果的に「遠くへ跳ぶ」「高く跳ぶ」ことを実現させて

いつたのである。教師の期待・予想を上回る探究を行

い、「遠くへ跳ぶ」ための効果的な動きを学んでいった

子どもたちの姿には、ただただ驚かされた。見方を変

えれば、「ゴムのロープ」を越えていく課題・動きに、

それまで意識されなかった子どもたちの身体感覚を呼

び覚ます効果が秘められているとも考えられ、このよ

うな練習課題の開発研究を今後さらに進めることは、

授業研究においても有意義なことであると思われる。

なお、今回の幅跳びの授業は体育館での実施であっ

たがtケガの発生のリスクを最大限に低減させるため

の安全対策を講じたことについては、Ⅱの章で述べた

とおりである。対策の甲斐あつて今回の全 7時間の授

業では大きなケガの発生は無かった。屋外の砂場であ

れ、今回のような体育館での授業であれ、その場に応

じたケガ防止のための細心の注意を払う必要性につい

ては、変わりはないと思われる。その意味では、安全

対策を講じることが出来れば、中学年段階での体育館

での幅跳びの授業は実施可能であり(本稿で示した子

どもたちの豊かな動きと学びの姿からも、それによる

メリットは大きいものがあると言えよう。

最後に、本稿の教育実践研究においては、その授業

の指導案の作成から授業開発・授業実践に関すること

は望月正が担当し、撮影・映像分析 とその記録・記載

等については赤田信一が担当した。附属静岡小学校と

大学との協働的な教育実践研究を行えたことを、大変

嬉 しく思 う。
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注 1)

子どもの幅跳びの目安となる目標記録の算出については、

今回は以下の方法で行つた。

目安 (cm)=立 ち幅跳びの記録 (cm)× スピード指数

50mの記録 スピー ド指数
7秒台 2

8秒台 19

9秒台 18

r0 $e 17

11秒台 16
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